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概要 
（100～150 字程度） 樹状細胞（DCs）は自然免疫と獲得免疫の境界で機能し、免疫の

制御に重要な役割を担う。その医療応用はがんや感染症にとって重

要である。ただ、DCs は末梢血中の細胞数が極端に少なく、医療

応用はもとより研究の障壁となっている。本研究は、iPS 細胞技術

によってこの課題を克服しようとするものである。 

研究目的 
（300 字程度） ヒトの DCs は現在でも新たなサブセットが見出されており、

個々のサブセットの細胞系統を理解することは基礎免疫学だけで

なく、医療応用において重要である。一方で、これまでの研究から、

DCs の細胞運命の決定は終末分化直前までフレキシブルでありか

つ複数の系譜が存在するため、分化誘導が他の血液細胞に比べて難

しいことが示されている。 
本研究では、iPS 細胞（iPSCs）由来の間葉系幹細胞（iPS-MSCs）

を用いて樹状細胞が分化する骨髄内の環境を再構築し、より生体内

に近い環境で樹状細胞の分化を誘導することで DCs のサブセッ

トの誘導を効率よく行うための基盤を開発することを目指す。 

研究内容・成果 
（1000 字程度・Web 会議の回数

も記載） 

ヒト樹状細胞を用いた細胞治療はこれまで抹消血中の単球から 
ex vivo で作製した DCs（monocyte-derived DCs; moDCs）が用

いられてきているが、それぞれの製法によって作出される moDCs 
が DC サブセットの何れに相当するのかが明確ではない。この点

を解決するため、単一細胞解析技術によって明らかにされている

（Villani AC et al., SScciieennccee.  2018; 356(6335): eaah4573. | See P 
et al., SScciieennccee. 2018; 356(6342): eaag3009.）DC サブセットの遺

伝子プロファイルをもとにして、各 DC サブセットに典型的な遺

伝子を複数含む RT-qPCR パネルを構築した。現在、我々がこれ



まで製法を検討してきた moDCs に関するのサブセットの属性に

関して検討をしている。 
ヒト iPSCs からの樹状細胞の誘導に関しては、京大・CiRA の

グループによる単球の誘導法（Yanagimachi MD et al., PPLLooSS  OOnnee. 
2013; 8(4): e59243.）を改良し、得られる単球（iPSC-Mos）の正常

解析を行った。今後、iPSC-MSCs を支持細胞として iPSC-Mos を
分化誘導し、得られる DCs の解析を上述の RT-qPCR も含めた方

法を用いて行う予定である。 
ヒト iPSCs より分化誘導した細胞を用いた細胞治療では残存 

iPSCs によるがん化が懸念されている。近藤教授の見出した多能

性幹細胞を特異的に障害する化合物を用いてヒト iPSC-MSCs に
対する効果等について検討した。成果は学会で発表し、現在、論文

を草稿中である。 
今年度もコロナ禍の影響で訪問による直接の会議はできなかっ

たが、研究の進捗報告や方針の検討に関する打ち合わせ、また、学

会の発表資料の作成については適宜メールでやり取りを行った。 

成果 【学会報告】 
発表者：Ziadoon Al-Akashi, Denise Zujur, Tomohisa Kato, Toru 
Kondo, Makoto Ikeya 
講演タイトル：Selective vulnerability of human iPS cells to 
DHODH inhibition for mesenchymal stem cell purification 
学会名：CiRA 2022 International Symposium 
開催場所：オンライン 
開催日時：2022 年 2 月 16, 17 日 
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